
彙　

報

◇
展
示

〇
平
成
二
九
年
五
月
一
五
日
～
六
月
九
日

　

春
季
展
示
「
江
戸
時
代
、
近
江
の
湖う
み
べ辺
の
暮
ら
し
」

〇
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
六
日
～
一
一
月
一
七
日

　

企
画
展
「
胸
に
ふ
る
さ
と 
心
に
商
い
―
近
江
の
商あ
き
ん
ど人

、
旅
の
空
」

　

企
画
展
関
連
講
演
会
（
平
成
二
九
年
一
一
月
一
一
日
）

　

・「
峠
の
向
こ
う
に
何
が
あ
る
―
商
い
へ
の
旅
立
ち
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
名
誉
教
授　

宇
佐
美
英
機

　

・
展
示
解
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
柳
周
一

◇
開
催
の
記
録

　

今
回
の
春
季
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
の
琵
琶
湖
の
姿
と
、
そ
の
湖
辺
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
人
び
と
の
暮
ら
し
の
諸
相
を
伝
え
る
史
料
や
絵
図
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
し
た
。
琵
琶
湖
と
は
、
地
元
の
人
び
と
が
水
運
や
漁
業
を
営
む
生
計
の
場
で
あ

り
、
近
江
八
景
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
る
名
所
で
も
あ
っ
た
。
し

か
し
琵
琶
湖
は
時
と
し
て
船
の
遭
難
事
故
や
水
害
を
引
き
起
こ
し
、
人
び
と
の
生

活
に
重
大
な
被
害
を
与
え
た
。
こ
う
し
た
多
様
な
側
面
を
持
つ
琵
琶
湖
と
共
に
生

き
た
人
び
と
の
歴
史
的
な
営
為
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
展
示
の

狙
い
で
あ
る
。（
な
お
二
九
年
二
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
青
柳
は
滋
賀
民
報

紙
上
で
同
タ
イ
ト
ル
の
連
載
を
行
っ
た
。
連
載
は
史
料
館
収
蔵
史
料
の
紹
介
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
春
季
展
示
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
内
容
と
し
た
）。

　

実
際
の
展
示
で
は
、
最
初
に
「
琵
琶
湖
の
水
運
と
「
彦
根
三
湊
」」
と
い
う
、

松
原
湊
・
米
原
湊
・
長
浜
湊
に
つ
い
て
扱
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
湊
の
構
造
が
描
か
れ
た
絵
図
を
中
心
に
、
松
原
内
湖
で
の
漁
業
や
、

米
原
湊
と
大
津
と
の
間
に
就
航
し
て
い
た
車
早
船
に
関
す
る
史
料
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
展
示
し
、
彦
根
藩
領
で
の
各
湊
の
役
割
や
特
徴
を
現
地
で
展
開
し
た
人
び

と
の
営
み
と
共
に
解
説
し
た
。
次
の
「
琵
琶
湖
の
漁
業
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大

浜
村
（
現
長
浜
市
大
浜
町
）
の
大
浜
家
文
書
を
中
心
に
、
琵
琶
湖
で
の
多
彩
な
漁

業
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
最
後
に
「
近
江
一
国
絵
図
と
湖
辺
の
城
郭
」
と
し
て
、
近

江
国
の
全
体
像
と
近
江
八
景
ほ
か
数
々
の
名
所
、
ま
た
膳
所
城
や
彦
根
城
を
描
き

込
ん
だ
絵
図
「
湖
水
浦
廻
り 

名
所
・
寺
社
便
覧
図
蹟
」
を
展
示
し
た
。

　

今
回
の
観
覧
者
数
は
六
九
七
人
（
学
外
二
四
五
人
、
学
内
四
五
二
人
）
で
、
前

年
よ
り
一
三
七
人
増
加
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
六
回
実
施
し
、
参
加
者
は
平
均
一
六

人
で
あ
っ
た
。
彦
根
三
湊
を
大
き
く
扱
っ
た
展
示
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

地
元
（
と
く
に
米
原
市
）
の
方
々
に
よ
る
観
覧
が
多
か
っ
た
。
史
料
館
の
展
示
は

収
蔵
史
料
の
研
究
成
果
を
地
元
へ
還
元
す
る
こ
と
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
今
回
は

あ
る
程
度
そ
う
し
た
目
的
を
達
成
し
得
た
と
考
え
る
。

　

秋
季
企
画
展
は
、昨
年
度
の
企
画
展
「
近
江
商
人
と
み
ち
の
く
」
に
引
き
続
き
、

近
江
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
諸
地
域
に
進
出
し
た
近
江
商
人
と
そ
の
史
料
を
取
り
上

げ
て
、
近
江
商
人
の
活
動
範
囲
の
広
さ
と
進
出
地
の
多
様
さ
と
と
も
に
、
近
江
商

人
史
料
が
そ
れ
ら
諸
地
域
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
史
料
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
近
江
た
ね
や
文
庫
と
は
長
年
に
わ
た

り
共
同
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
展
示
に
お
い
て
そ
の
成
果

﻿
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を
改
め
て
公
表
す
る
べ
く
、
共
同
企
画
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。　

　

具
体
的
に
は
、
共
同
研
究
成
果
と
し
て
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た

論
考
の
う
ち
、
宇
佐
美
英
機
・
川
島
民
親
「
近
江
商
人
川
島
宗
兵
衛
家
研
究
序
説 

―
そ
の
創
業
と
経
営
活
動
」、
川
島
民
親
・
桂
浩
子
「
近
江
商
人
川
島
宗
兵
衛
家

の
西
国
商
い
」、桂
浩
子
「
近
世
・
近
代
の
史
料
に
み
る
近
江
商
人
の
旅
」（
以
上
、

『
研
究
紀
要
』
三
五
・
四
七
・
五
〇
号
に
掲
載
）
の
内
容
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
こ
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
史
料
を
中
心
に
展
示
を
構
成
し
た
。

　

展
示
冒
頭
の
「
旅
す
る
近
江
商
人
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
前
川
善
三
郎

翁
行
商
の
図
」
な
ど
の
絵
画
資
料
に
よ
っ
て
近
江
商
人
と
旅
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
観
覧
者
に
示
す
こ
と
を
試
み
た
。
続
い
て
「
中
国
・
九
州
へ
―
五

個
荘
・
川
島
宗
兵
衛
家
文
書
」、「
北
海
道
へ
―
柳
川
・
柴
谷
家
文
書
と
八
幡
・
西

川
伝
右
衛
門
家
文
書
」、「
関
東
へ
―
八
幡
・
市
田
清
兵
衛
家
文
書
」と
い
っ
た
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
商
家
と
そ
の
進
出
地
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し
た
。

　

観
覧
者
に
よ
る
展
示
内
容
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
前
掲
論
考
中
の
豊
富
な

地
図
や
表
を
パ
ネ
ル
化
し
て
掲
げ
る
と
共
に
、
川
島
家
の
持
ち
下
り
商
い
で
実
際

に
使
わ
れ
た
布
見
本
帳
な
ど
も
展
示
し
た
。
ま
た
西
川
家
が
蝦
夷
地
か
ら
持
ち

帰
っ
た
土
産
物
に
関
す
る
史
料
の
参
考
資
料
と
し
て
、
松
浦
武
四
郎
記
念
館
お
よ

び
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
か
ら
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
の
画
像
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、パ
ネ
ル
化
し
て
掲
げ
た
。
最
後
に
「
近
世
・
近
代
の
日
本
を
旅
す
る
」

と
し
て
、
近
江
商
人
が
旅
し
た
時
代
と
そ
の
あ
と
の
時
代
の
地
図
を
展
示
し
た
。

　

観
覧
者
数
は
四
二
三
人
（
学
外
三
三
〇
人
、
学
内
九
三
人
）
で
あ
っ
た
。
衆
院

選
（
一
〇
月
一
〇
日
公
示
、
二
二
日
投
票
）
と
会
期
冒
頭
の
新
聞
記
者
発
表
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
例
年
に
比
べ
新
聞
記
事
掲
載
が
少
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
有
効
な
集
客
に
つ
な
が
る
展
示
情
報
の
発
信
方
法
は

見
出
し
得
て
お
ら
ず
、
今
後
も
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
今
回
の
展
示

テ
ー
マ
や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
堅
苦
し
く
な
く
、
人
目

に
付
き
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
聞
き
及
ん
だ
範
囲
で
は
好
評
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
史
料
館
は
「
か
ん
さ
い
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
」
の
実
行
委
員
会

に
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
で
企
画
さ
れ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
「
大
学
建
築
を
探
る
～
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
と
村
野
藤
吾
～
」
に
も
協
力
し
、
本
学
で
の
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
に
秋
季

企
画
展
も
組
み
入
れ
た
（
一
〇
月
二
七
日
、
見
学
四
五
人
）。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
計
五
回
開
催
し
、
参
加
者
は
平
均
一
一
人
で
あ
っ
た
。

関
連
講
演
会
へ
の
出
席
は
四
一
人
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
柳
）

◇
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査

　

今
年
度
も
史
料
館
で
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「「
菅
浦

文
書
」
の
総
合
調
査
及
び
村
落
の
持
続
と
変
容
の
通
時
代
的
研
究
」（
研
究
代
表

者
・
青
柳
周
一
、二
八
年
度
よ
り
五
年
間
）
に
基
づ
い
て
、
研
究
分
担
者
（
滋
賀

大
学
・
滋
賀
県
立
大
学
・
琵
琶
湖
博
物
館
の
教
員
・
学
芸
員
）
お
よ
び
研
究
協
力

者
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
員
、
福
井
県
教
育
委
員
会
職
員
、
京
都
大
学
院
生

お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
滋
賀
県
立
大
学
の
大
学
院
生
Ｏ
Ｂ
な
ど
）、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
研
究
補
助
者
と
共
に
、
重
要
文
化
財
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査
を
行
っ

た
。
具
体
的
に
は
、「
菅
浦
文
書
」
中
の
史
料
一
点
ご
と
に
、
研
究
史
上
で
ど
の

よ
う
に
解
読
・
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
て
デ
ー
タ
化
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を

踏
ま
え
て
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
の
翻
刻
文
を
原
本
と
照
合
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作

業
を
実
施
し
た
（
原
本
保
護
の
観
点
か
ら
、
実
際
の
照
合
作
業
に
は
主
に
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
使
用
）。『
菅
浦
文
書
』
で
の
人
物
・
年
代
比
定
や
史
料
名
な
ど
も
再
検

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
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討
し
た
。

　

作
業
は
研
究
会
形
式
で
六
回
行
っ
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
な

い
箇
所
に
つ
い
て
の
原
本
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
一
回
、
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
で
現

地
史
料
の
調
査
と
撮
影
を
二
回
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
柳
）

◇�

附
属
史
料
館
収
蔵
史
料
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
開
始
、
な
ら
び
に
利

用
規
程
の
改
正
及
び
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
利
用
細
則
の
制
定

　

今
年
度
、
学
長
裁
量
経
費
の
助
成
に
よ
り
、
当
館
の
収
蔵
史
料
目
録
を
ウ
ェ
ブ

上
で
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
始
動
し
た
。
以
前
よ
り
、
既
存
の
検
索

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
き
た
が
、
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

サ
ー
バ
の
使
用
料
が
生
じ
る
契
約
で
は
予
算
上
支
払
い
が
困
難
と
判
断
し
た
た

め
、
一
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
本
学
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
で
公
開
す
る
と
い

う
形
で
の
発
注
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
最
初
に
史
料
目
録
の
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
業
者
と
シ
ス
テ
ム
の

仕
様
・
ペ
ー
ジ
構
成
・
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
・
デ
ー
タ
項
目
の
選
定
・
及
び
デ
ー

タ
型
の
仕
様
等
を
検
討
し
た
上
で
構
築
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

次
に
、
館
蔵
分
の
文
書
群
か
ら
検
索
シ
ス
テ
ム
で
の
公
開
を
進
め
て
い
く
と
い

う
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の
中
で
も
近
江
商
人
史
料
と
し
て
代
表
的
な
「
中
井
源
左

衛
門
家
文
書
目
録
」
か
ら
デ
ー
タ
整
備
を
始
め
た
。
こ
の
史
料
は
、
二
万
点
弱
の

大
型
文
書
群
で
当
館
の
近
世
商
家
史
料
の
中
で
最
も
利
用
の
多
い
史
料
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
印
刷
目
録
は
発
行
部
数
が
限
ら
れ
る
上
、
八
〇
〇
頁
に
も
な
る

大
部
で
、
紙
媒
体
で
の
検
索
が
非
常
に
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
今
回
検
索
シ
ス

テ
ム
に
載
せ
た
こ
と
で
、
目
録
検
索
の
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
ま
た
、

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
目
録
（
約
八
千
点
）
に
つ
い
て
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

他
に
も
昭
和
四
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
収
蔵
史
料
目
録
の
デ
ー
タ
化
（
現
在
の

目
録
項
目
に
合
わ
せ
た
再
調
査
を
含
む
）
に
着
手
し
た
の
で
、
検
索
シ
ス
テ
ム
上

に
掲
げ
る
史
料
目
録
は
徐
々
に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
館
蔵
史
料
全
体

の
横
断
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当
館
の
保
有
す
る
近
江
商
人
史
料
や
地

域
の
村
落
史
料
な
ど
の
研
究
資
源
が
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、史
料
一
点
ご
と
の
詳
細
情
報
の
ペ
ー
ジ
に
、

史
料
画
像
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
像
デ
ー
タ
が
準
備
で
き
次
第
、
こ
こ

に
掲
載
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
利
用
に
供
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
公
開
に
向
け
て
、「
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料

館
利
用
規
程
」
の
一
部
を
改
正
し
、「
収
蔵
史
料
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
利
用
細
則
」

を
新
た
に
制
定
し
、
公
開
・
利
用
に
つ
い
て
の
体
制
を
整
備
し
た
。
検
索
シ
ス
テ

ム
で
は
、
こ
の
利
用
細
則
に
同
意
し
た
上
で
の
み
検
索
画
面
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
短
期
間
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
で
あ
っ
た
の
で
、
利
用
上
の
不
具
合
や

要
望
が
出
て
く
る
こ
と
は
必
至
と
考
え
る
。
今
後
も
利
用
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て

随
時
改
良
を
重
ね
、
利
便
性
の
高
い
も
の
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

◇
史
料
整
理

三
上
家
民
俗
資
料
（
八
三
点
）

◇
発
行

Ｓ
Ａ
Ｍ
に
ゅ
う
す
四
六
号
、
四
七
号

『
胸
に
ふ
る
さ
と 
心
に
商
い
―
近
江
の
商あ
き
ん
ど人
、
旅
の
空
』（
平
成
二
九
年
度
企
画

﻿

九
一



展
図
録
）

◇
学
内
雑
誌
掲
載
日
本
史
論
文

『
彦
根
論
叢
』
第
四
一
四
号
「
吾
妻
牧
場
と
吾
妻
軌
道
―
長
野
原
の
「
上
の
段
」

と
「
下
の
段
」
を
支
え
た
二
つ
の
〝
馬
〟
企
業
―
」
小
川
功

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
年
報
』
第
二
四
巻
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
に
ふ
れ
る
こ
の
機
会
を
、
実
際
に
各
館
を
訪
れ
て
み
る
き
っ
か
け
に
」
と

い
う
企
図
─
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
二
〇
一
七
年
度
春
季
企
画
展
「
ハ
ン
セ
ン

病
博
物
館
へ
よ
う
こ
そ
」と
同
展
付
帯
事
業
「
ハ
ン
セ
ン
病
博
物
館
へ
よ
う
こ
そ
」

各
館
活
動
報
告
会
に
寄
せ
た
ノ
ー
ト
─
」
阿
部
安
成

同
「〈
資
料
紹
介
〉
き
り
と
る
―
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
キ
リ
ス
ト
教
霊
交
会

の
写
真
―
」
阿
部
安
成

W
orking Paper N

o.267

『
読
点
、
ひ
と
つ
―
『
大
島
青
松
園
で
生
き
た
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
の
人
生
の
語
り
』
を
読
む
―
―
』
阿
部
安
成

W
orking Paper  N

o.270

『
伊
藤
本
店
店
法
則
』
宇
佐
美
英
機

W
orking Paper  N

o.271

『
東
京
高
等
商
業
学
校
・
商
科
大
学
に
お
け
る
「
グ

ル
ン
ト
」
―
「
座
談
会　

一
橋
社
会
学
の
七
十
五
年
」（『
一
橋
論
叢
』
第
24 
巻

第
５
号
（1950 

年
11 

月
）
所
収
）
を
読
む
―
』
坂
野
鉄
也

W
orking Paper  N

o.272

『U
n inm

igrante japonés de Shiga,quien 
decidió ser m

exicano

』BA
N

N
O

, T
etsuya

◇
史
料
館
職
員

館
長
・
専
任
教
員　

青
柳
周
一

兼
任
教
員　

須
永
知
彦　
　

学
芸
員　

堀
井
靖
枝　

南
田
孝
子

非
常
勤
職
員　

溝
口
智
子

◇
運
営
委
員

金
子
孝
吉　

坂
野
鉄
也　

山
田
和
代　

渡
邉
凡
夫　

井
澤
龍

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
一
号

九
二




